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２．被害の概要  

 

 令和２年７月豪雨災害では、球磨村で２５名が亡くなり、河川土木農林等で約１，４００件の

被害、建物で５０３件の被害がありました。７月４日未明から球磨川及び支流の増水氾濫により、

幹線道路が次々に浸水や決壊、土砂流出等で通行不能になり、ほぼすべての集落が孤立状態とな

りました。4日以降、自衛隊、消防、警察、民間による救出が開始され、各方面からアタックが

行われましたが、壮絶な被災現場に一時断念や他のルートによる再アタックなど、困難を極め時

間を要しました。 

発災から８ヶ月が過ぎ、被災した住民は、２６９戸の建設型仮設住宅や、みなし仮設、近親者

の家などの生活を余儀なくされております。また、球磨川に架かる５つの橋の流失や道路被災等

により、村内の多くの方が長距離の迂回を強いられ、日常に大きな影響を与えています。 
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